
海の今を知って
海の明日を考えた

萩庭悠太くん
（石井小５年）

　茨城の海にこんなにごみが

あって生き物が住みづらく

なっていることが驚いた。人

間の身勝手で動物に申し訳な

い。

入月里彩さん
（雀宮南小５年）　海岸にたくさんのごみが落ちていてびっくりした。魚たちに迷惑なごみのポイ捨てはよくない。

宇佐美寛汰くん
（戸祭小５年）

　マイクロプラスチックはすごく小さく動物がのみ込んだら危ないと思う。
　人間はただ捨てるだけだけど、それはすごく大きなことだと思った。

　今回は特に、宇都宮共
和大学荒井一成教授の指
導の下、生物に欠かせな
い鉄分を海に増やすプロ
ジェクト「河川ミネラル
ましまし」を通して海に
ついて考えました。
　同隊は最初に県立博物
館人文課長篠崎茂雄さん

からサガンボについての
お話を聞きました。栃木
県にはかつて海があった
こと、内陸になった後に
も茨城県や福島県の海か
ら傷みにくいサメを運
び、食べていたことなど、
栃木県と海のつながりを
学んで、茨城に出発。
　とちぎ海浜自然の家に
到着後、茨城県水産試験

場経営普及室長の渡邊直
樹さんから茨城県の海に
ついてのお話を聞き、栃
木県の川は茨城県の海に
流れていくことなどを学
びました。
　続いて「河川ミネラル
ましまし」に取り組みま
した。荒井教授から①海
岸にある鉄ごみを集める
②鉄ごみを河川で生かす
③そのためにふさわしい
装置を開発する―という
ミッション発令です。
　まず、「海にある鉄ご
みを集める」ための装置

を作成。身近にある道具
と磁石を使い、全員がそ
れぞれ工夫を凝らした装
置を作りました。
　２日目は午前中に砂浜
でビーチコーミング（漂
着ごみの収集）。川や町
から漂着してきているた
くさんのごみや、海を漂
流したプラスチックごみ
がマイクロプラスチック
となり、砂浜に広がって
いる光景を目の当たりに
し、全員びっくり。それ
ぞれ一生懸命にごみを収
集し、分別しました。
　午後は、大洗サンビー

チでサーフィン体験後に
自分たちが開発した鉄ご
みを拾う装置でたくさん
の鉄ごみを拾い集めまし
た。装置の収集力は目を
見張るもので、くぎや王
冠などの鉄ごみをどんど
ん拾いました。
　最後に、宇都宮に戻っ
てきてから、「河川ミネ
ラルましまし」のミッ
ション②と③を実行。鉄
ごみを河川で生かすには
どうしたらいいか、荒井
教授と一緒に真剣に考
え、話し合い、２日間の
プロジェクトは終了しま
した。

　海と日本プロジェクト in
栃木県実行委員会、とちぎテ
レビ主催の「海と日本プロ
ジェクト　サガンボ恩返し隊
2019 ～海へとつながる栃
木の暮らし」が 18、19日
の１泊２日で実施されまし
た。県内在住の小学５、６年

生21人がとちぎ海浜自然の
家（茨城県鉾田市）に宿泊し、
栃木県の郷土料理「サガンボ」
（サメの切り身）の由来を学
び、体験学習などを通して栃
木と海とのつながりを考えま
した。

海と日本プロジェクト　サガンボ恩返し隊2019〜海へとつながる栃木の暮らし

8 月 18 〜 19 日
茨城で宿泊学習

県内小学生
21人が体験
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①サガンボは昔から海から運んできて栃木の人が
　食べていた。
②サガンボの故郷の海が汚れるのは栃木県も関係
　がある。なぜなら川と海がつながっているから。
③だから自分たちにできることがある。

今回子どもたちが学んだこと

会津貴一朗くん

（大宮北小５年
）

　鉄と生き物が
関係している

ことがわかり楽
しかった。海

の生物とも触れ
合えた。海の

ごみの量に驚い
た。楽しむの

はいいけれど
、ごみを捨てる

のはいけないこ
とだと思った。

須田雅也くん
（豊郷北小５年）

　鉄がいろいろな生物と関係しているということがわかった。川にきたないごみは流さないようにする。

手塚琉莉さん

（宇大付小５年
）

　栃木県には海
がなくて、海

が汚いという
ことを知らな

かった。海にご
みがたくさん

あってびっくり
した。川にご

みを捨てると海
に行くから捨

てないようにす
る。


